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研究報告資料                           （１） 

１． 日本海民族の音の輸入（他民族からの影響）流れ 

時代（世紀） 日本の文化 日本海地域 西洋社会では 
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研究報告資料                            （２） 

２．民族楽器のルーツについて 

日本海処地域の文化の一つが音楽である。地球上のすべての国に共通しているのは 

いかなる文化も風土環境と歴史環境をルーツに誕生し、民族性を守り、生活文化とし  

て必要度があり、守り伝承されてきたと考察できる。 

（１）ページの年表を日本音楽歴史の時代立場で大きく整理する。 

 Ⅰ. 古代（６～10 世紀）地域の音楽時代～アジア大陸音楽輸入時代 

     

原始民族音楽ｶﾞ各国の支配体制(国土の領有が形成するまで民族闘争もあり)が確立す

るまでの時代について・・・音は保存できず現存しないが、埴輪などの考古学資料と 

歴史資料文献＝古事記、日本書記、風土記にて歌詞の形式とリズム、旋律が確立したこ

とが理解できる。原始楽器として「フエ＝石や土やがて竹で創作」、「ツヅミ＝太鼓はイ

ンドのドゥンドゥビ、中国の鼓に似た原始的な楽器が埴輪文化に存在」、「コト＝埴輪か

ら出土し、雅楽に使用されていた。五弦、六弦のワゴン」、「スズ＝木や土で製作されて 

民族舞踊者の手足につけて揺らした音を創作し、」世界の民族全般に音楽用また装身具

にも利用されたと思われる。日本海地域の風土では比較的、長い音を表現されているの

は現代用語の「さ・し・す・せ・そ、は・ひ・ふ・へ・ほ」の無声音に近い音の使い方

が生まれた時代である。やがては朝鮮半島の三国＝新羅、百済、高句麗＝との交流から

朝鮮音楽が大陸音楽として伝来された。インド（天竺てんじく）から中国～仏教文化 

として林邑楽（りんゆうがく）が伝来した。さらに８世紀には弦楽器（箏、琵琶）、管

楽器（尺八、笙、横笛、篳篥ひちりき）、打楽器（腰鼓、太鼓、すり鼓）などが舞楽の

資料とともに正倉院に残されてきた。 

Ⅱ. 民族音楽の時代（11～19 世紀） 

民族音楽の復興~大成の期間 

律令政治以来、宮中儀式と神社儀式として大編成の礼式・儀式音楽として貴族文化に 

民族音楽は守られて伝承される時代となり、楽人の存在が認められ職業化してゆくよう

になった。中国、朝鮮から伝来した楽舞であるが、歴史変遷を経て風土や民族に合う音

楽観が形成されて中世の音楽へ発展した時代である。大きな変化は民衆文化に貴族文化

が融合されて伝承されたことである。仏教文化と共に「声明＝古代インドのサンススク

リッと語を意味する」が伝来し平曲に取り入れられ琵琶法師の演奏が地方へ語り物音楽

として伝えられた。白拍子（しらびょうし）という舞曲に乱拍子が音楽として取り入れ

られた時代でもある。やがて、能と狂言の文化に歌舞劇という「劇と音楽の調和」変革 

時代が観阿弥・世阿弥により音階も発声法とともに研究された。 

近世（安土桃山～江戸時代末）は劇場音楽の発展時代となり箏や琵琶音楽、三味線音楽

が木祖を確立できた。 
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                                 （３） 

Ⅲ．西洋音楽の輸入時代（20 世紀～） 

明治維新から西洋化の変革は音楽以外のすべての文化様式を民族音楽から遠ざけた時

代であるが国際音楽時代」と考察できる。日本音楽研究の大家：田辺尚雄氏は朝鮮、中

国、台湾、琉球、樺太の音楽の実地調査をして名曲の五線譜を発表し日本音楽の価値の

再発見の功績は有名である。 

３．韓国（大韓民国）音楽調査から 

Ⅰ．音楽鑑賞 

   国内にあるＣＤや映画鑑賞は西洋音楽と同様に、国際化された商業時代の音楽と

してしか触れることができなくなりつつある。日本民族音楽研究会のメンバーは７人で

あるが予算の関係から今回は 3 人の音楽家：中山妙子（箏）、桑原志音（piano）、入江

要介（尺八）が韓国研究実地体験をし、創作音楽に参加し、現地コンサートを開催した。 

３月１１日 15：00～光州芸術学校ホールにて韓国音楽を専攻する学生と日本音楽家の

演奏会が開催された。国立音楽劇場で鑑賞できた楽曲は以下である。 

 ★テグム散調＝民衆の哀歓を歌い、古代からの伝承された「シナウィ・パンソリ」の 

        膨大な調子が伝来された曲 

 ★ピリ正楽と大吹打＝竹に穴をあけた縦吹きの小さな楽器で主旋律を担当し宮廷音

楽に必須でピリ正楽という。 

 ★鳳山タルチュム＝テグム（大琴）ソグム（小琴）、タンソ（短い篳篥）で演奏し美

しい高音が韓国らしい。 

 ★パンソリ＝物語をイメージした語り音楽。 

Ⅱ．コンサート 

  芸術学校の学生たちは将来ミュージカル専門家を目ざしているので衣装も本格的。 

踊りも歌も４分の３拍子を基本に８分の６拍子～４分の 4 拍子へと乱拍子的な民 

族音楽であった。日本海民族研究の演奏家は昨年から韓国音楽を研究し、さらに現 

地の風土に触れた感想を取り入れたオリジナル創作曲「風のソドム」をピアノと尺 

八で演奏し、好評であった。研究で一番の難関は「本海民族の 21 世紀の感性で創 

作する音楽つくり」である。演奏中の写真が撮れないのが残念でした。 

Ⅲ．日韓親善協会の役員３名が自費で動向されたお陰で大変、有意義な調査研究が 

継続可能になった事に心より感謝します。 

Ⅳ．現地の写真と演奏したオリジナル曲を添付。 

 

Ⅴ．各研究チームの「足で調査」＝図書館、博物館などに少ない資料しか無く、桐朊音 

楽大学、東京芸術大学の専門家、富山国際大学の韓国語教授、日韓親善協会の多大な 

支援に感謝して今後の調査を継続します。 
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研究報告資料 （写真と創作演奏資料）   
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